
非正規雇用労働者等の雇用の安定に向けた施策の現状と
今後の方向性
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V 「より良い条件の仕事を探すため」の転職減等に
より

V 飲食・宿泊などの
צּ 、休業・シフト減による צּ

○ 産業別雇用者数 （2020 年度平均）（前年度差）
・宿泊業、飲食サービス業

328万人 （▲36万人）

○ 雇用形態別雇用者数 （2020 年度平均）（前年度差）
正規雇用労働者 3549 万人 （＋33万人）
非正規雇用労働者 2066 万人 （▲97万人）

(うち女性非正規雇用労働者 1407 万人 （▲65万人）)

※ 2021 年４月は正規（3568 万人、＋５万人）、非正規（2039 万人、
＋20万人）ともに増加したが、非正規については、2020 年４月の大幅
減の反動があることに留意

○ 月間総実労働時間 (2020 年度平均)   （前年度差）
・調査産業計
一般労働者 159.8 時間 （▲4.7時間）
パートタイム労働者 78.6 時間 （▲4.2時間）
・宿泊業，飲食サービス業
一般労働者 154.2 時間 （▲24.8 時間）
パートタイム労働者 62.2 時間 （▲ 9.3時間）

○「より良い条件の仕事を探すため」の転職者数の推移

・コロナ影響下
（2019 年度）（2020 年度） （前年度差）

121万人 → 103万人 （▲19万人）
（参考）転職者数全体の推移

334万人 →   300万人 （▲35万人）

※リーマンショック時も減少
（2008 年度） （2009 年度）（前年度差）

108万人 → 80万人 （▲28万人）
（参考）転職者数全体の推移

317万人 →   292万人 （▲25万人）
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・雇用調整助成金の特例

ü ５～７月は緊急事態措置を実施すべき区域又はまん延防止等重点措置を実施すべき区域において、知事の要請を受けて営業時間の

短縮等に協力する事業主（飲食店等）や、特に業況が厳しい事業主について４月までと同様の水準の支援

・在籍型出向による雇用維持への支援（産業雇用安定助成金の創設、産業雇用安定センターによるマッチング等）

・改正育児・介護休業法の周知（有期雇用労働者の育児・介護休業取得要件の緩和等）

・離職した非正規・困窮者を官民連携して支援（ハローワークと民間事業者の求人情報共有、助成金支給に民間職業紹

介事業者の活用）

・生活困窮者等に対して、ハローワークと福祉担当が連携したチーム支援

・職業訓練受講給付金の収入要件の特例措置など新型コロナウイルス感染症にかかる職業訓練の特例措置

・職業訓練受講給付金と住居確保給付金との併給調整をしない特例を導入

Ṯ ḱ ṯ

Ṯ ḱ ṯ

Ṯ ṯ

新型コロナウイルス感染症の影響下の雇用施策について、進捗管理を適切に行いながら、効果的に実施

︢ ḭךּ

Ṯ ṇ ︣ ṇ ṯ

（例）

労災保険の特別加入制度について、４月より芸能従事者等の４業種を新たに対象として追加、今後順次拡大

→令和３年４月出向成立件数：475件
（対前年度同月比501.3 ％増）
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年収高
ホワイトカラーサービス・ブルーカラー等

職業紹介事業者

「おまとめサイト」
（アグリゲーター）

ハローワーク

求人メディア
→ ＮＥＴ化

（紙単独は減少）

É IT技術、インターネットの普及に伴い、労働市場における
צּ 、コロナの影響が大きいサービス業

などでも、求人メディア経由の就職が多くなっている

É これまで職業紹介事業者やハローワークを通じて労働市場
を把握してきたが、 ︡

。ことが重要שּךּ
É 加えて、 ḱ ךּףּ

לּ ṇ ṕ ḭ Ṗ
︣ こと等を通じ、求職者が安心して民間人材サー

ビスを利用できる環境整備を推進する。
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︢ ︣ ṇ ︡

︡ ḱ

Ẇ ṕ Ṗ
・求職者支援制度の特例措置（訓練期間の緩和など）の効果を検証し、目標に向けてさらに推進

Ẇ צּ
・リカレントガイドライン（仮称）の策定

Ẇ Ӹ ṇ
・節目ごとのキャリアの棚卸し、キャリアの見える化

ḭ ṇ ︣

Ẇ ḭ ṇ ṇ
・都道府県地域訓練協議会に関係省庁が参画等し、産業界のニーズを汲み取る体制を整備

Ẇ ḭ ṇ ṇ
・職業訓練機関等のカリキュラムを産業界のニーズに適合した、より実践的なものに改変、
ニーズの高い分野へのインセンティブ 等

Ẇ
・デジタルやグリーン分野に関する講座を教育訓練給付の対象に追加
・生産性向上人材育成支援センターの提供プログラムの充実 等

【キャリアコンサルティングとは】

労働者の職業選択や能力開発に関する相談に応じ、個人の
適性や経験等を踏まえた助言及び指導を行うこと。

これにより、労働者の目指すキャリアの具体化や、事業主に
とっては人材の定着や組織の活性化が図られる。
【ジョブ・カードとは】

個人が生涯活用するキャリア・プランニング及び職業能力証
明のツールとして、職務経験等を記載するもの
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＜短期的課題に対応した取組＞

＜中長期的課題に対応した取組＞



בֿ ︡בֿ ךּ︣

ü Ḳ POS

בֿ ︣

ṧ

Ẇ 2020 ṕ Ễ ỉ 17 Ṗ

1000

・経済の好循環の実現に向けて、賃上げしやすい環境整備に取り組みつつ、 ךּ ḭ

1000 כֿ ︣。

︡בֿ ךּ︣

・ קּ בֿ כֿ ḭ בֿ לּ ︣ ḭ につい

て、関係省庁が連携し、取り組む必要。

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R01 R02

ṕ Ṗ
ṕ Ṗ

749 764 780 798 823 848 874 901 902

ṕ Ṗ 12 15 16 18 25 25 26 27 1

ṕṾṖ 1.6% 2.0% 2.1% 2.3% 3.1% 3.0% 3.1% 3.1% 0.1%

ü Ḳ AI ICT 5



ṕ Ṗ בֿ

28 29 30
Ễ ễ

1 - 3 4 - 6 7 - 9 10-12 1 - 3 
ṕ Ṗ 5.5 5.9 5.9 5.7 4.7 4.6 4.4 4.0 5.6 6.0

5.8 7.6 7.5 6.3 5.5 4.7 4.9 4.8 7.5 7.8
5.4 5.2 5.2 5.5 4.3 4.6 4.1 3.7 4.8 5.3
6.4 6.3 5.9 6.0 6.1 8.6 4.0 5.2 5.6 9.8
9.2 9.7 10.0 9.7 9.5 7.6 12.0 9.2 9.4 8.5
5.9 6.3 7.2 6.8 Ẏ 1.8 0.4 Ẏ 6.8 Ẏ 1.3 Ẏ 0.2 Ẏ0.4
2.5 2.7 2.8 2.9 2.7 2.2 2.4 2.4 3.6 2.6

12.2 12.3 12.0 11.6 10.1 9.0 11.3 9.6 10.9 10.8
9.8 8.2 8.0 9.1 5.8 6.6 6.8 2.8 6.5 10.1
4.2 4.9 3.6 2.8 Ẏ 7.8 Ẏ 4.7 Ẏ 26.6 Ẏ 5.5 Ẏ 0.3 Ẏ11.2
3.8 4.3 4.1 4.1 Ẏ 2.6 0.7 Ẏ 14.9 Ẏ 1.4 Ẏ 0.1 Ẏ0.5

22.4 14.4 16.0 19.9 15.9 15.8 26.6 6.1 12.9 23.3
4.7 8.1 7.4 5.6 4.4 7.9 Ẏ 16.9 11.5 8.1 8.1
6.8 5.1 4.3 3.8 5.0 4.9 2.8 5.1 7.0 3.5
7.1 7.0 6.3 6.9 6.0 6.1 6.3 4.9 6.6 7.7

12.6 

9.3 8.7 8.0 
6.2 

4.0 3.3 3.3 
2.5 

1.5 1.4 1.2 1.0 0.7 0.5 0.5 

אל

ךּ

ḱ

ḱ

ḱ

ḱ

ṕ Ṗ

ṕ ỄṖ

○ 最低賃金引上げの影響や、新型コロナウイルス感染症の企業利益への影響は、産業ごとに異なっている。

ṕ Ṗ ẑ

ṕ ểṖ ṕ Ṗṕ ḲṾṖ

ẑ Ỉ ể 10
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ЀкЗᴴτΣΪϥ∕ ἷ ΰχᶨ τϢϥᾼ Ӳⱱϒχ◦כτνΜο

ü ▀Ộᾼ ӗ ỲτϢϤʺ ΰᾕρ ΰ χ χⱧỘ︠τ ΰοʺ ΰτἰϥὊ Ϭ
ü ▀Ộᾼ ӗ ЈрЌ˔τΣΜοʺ∕ ἷ ΰτϢϥᾼ χӲⱱτΰΪθЫАЎрϽϬ◦כ
ü ⁯ʾᶆ ᾉτΣΜοʺ ► Ϟ“ Ṑḩ Ϭ  Ԍρβϥ∕ ἷ ΰ ℗ẸṳᵓϬᵫכ◦

χכ◦˲ ˳
̔ ▀Ộᾼ ӗ Ỳχ ʾᶨ ( 2 ╣ⱳ ▄ʺ 3 ▄)

ᶛ ᾢˢ͍ ͍ θϤˣʿ12,000ד ʿΩ 9/10
̔ ▀Ộᾼ ӗ ЈрЌ˔τϢϥЫАЎрϽ◦כ χếᴟ( 2 ╣ⱳ ▄ʺ 3 ▄)

ΰ Ẹכ◦ Ԍχ Ϭ
̔ ∕ ἷ ΰ ℗Ẹṳᵓχᵫכ◦

⁯ʾᶆ ᾉτΣΜοẸṳᵓϬᵫ℗ΰʺ∕ ἷ ΰχ ϞЛϳМϳʾῨⱧ χẶ ʺ ˗ ḼỘᵫ Ϭ

ᵵ

ם ʿ▀Ộᾼ ӗ ЈрЌ˔τΣΪϥ ˗ Ὧ

H27 H28 H29 H30 R1 R2

Ὧ 13,963 13,453 12,906 13,853 15,675 19,489

Ὧ 8,559 8,181 8,606 8,641 9,417 11,170

ᶆ χ ὀ

ʾᵫ℗ↄˢ͒Ὦ͓ Ϙπˣ ͏͑ ộ
ʾ₈ῇᵫ℗ ͍͎ ộ

₈ῇχ ΰ

ΰχὮ χ ӱ
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ἷЀкЗϳϱиІḇ τΤΤϥ ỘἩ χ τνΜο

ü Ẑ כ◦יּ ψʺ™ Ϟ Ϭ ◙ΰοΜϥ τ χ ỘἩ Ϭ ằβϥϜχʻ
ü Ϙθʺ Ὧ Ϭ θβ ›ʺὮ10 χד ᶨ◦כχẚ
ü ῝Ặ ỘἩ ψʺṁ τᾼ ᾑ ẚּיΥʺẚ Ϭ ΪσΥϣἩ Ϭ „βϥϜχ

˲ χ ˳̞ 3 9Ὦ ϘπχⱲᾢ

̔ ỘἩ „ẚ Ỳχ Ὧχ
Ὦ ͔ ӟᴞד ̠ ЄТЕ π Ψ ψὮ ͍͎ ӟᴞτԏΦד Ϋ

̔ ỘἩ „ẚ Ỳχ ὯχḜ
ΦσΥϣἩ Ϭ Ϊϥ ›τ Ỡ Ϭ ṓϞ◓ςϜχḘῐ ρ τϞϚϬ σΜὧ ρβϥˢἩ ☼ם χ͎ᶤϘπˣ

̔ τ νẐ Ἡכ◦יּ ʾ῝Ặ ỘἩ χἩ ṍḧϞἩ χ ᴟʾ ᴟ
Ἡ ṍḧʾⱲḧχ ʺϷржϱрἩ χ σς

˲ ᵵ ˳

ʿẐ Ἡכ◦יּ ͑ ˢ ）公共職業訓練15万人（1.5倍）ẚ Ỳ ẚּ2.5י

ớ σἩ χ ʾῲ ʺ „χ ΦΤΪ
ʾἩ „χ ớ σ ΦΤΪˢ ῲ ʺỘᵦ Ϟ

›Ϭ αθ ΦΤΪσςˣ

Мк˔м˔ϼˢЀкЗ ᴂІГАФϯАФ
ῢˣπχᾤ ʾ ἷχ כ◦

ʾᾋᶘБϯ˔χם☼ʺ ᶎσἩ Ѐ˔ІχΚμδϭ
ʾᾤ ὓᵊτϢϥ ᾤʺכ◦ τΚμθẐ χᵫ σς

И˔Їχ‰ΜἩ Ѐ˔Іχ
ʾᵒῐϞͩ͞ σςẐ ʾẐ И˔Їχ‰Μ χἩ
Ѐ˔Іχ

τΰΪθ︡

ˢ ˣ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

求職者支援訓練 5,800 11,600 17,400 23,200 29,000 34,600 37,200 39,800 42,400 45,000 47,600 50,000

公共職業訓練 12,500 25,000 37,500 50,000 62,500 75,000 87,500 100,000 112,500 125,000 137,500 150,000

ṍ ᾁ

4月実績：受講者数 求職者支援訓練 2,441人 公共職業訓練 10,062人 給付金受給者数 964人
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ü Ẑ ᾤיּ χ ʾ χ Ӄ
ü Ṇ Ộ ʾ χ ︡

̎Ἡ ῇ3ΤὮϘπϬ ◙ṍḧρΰοʺὮέρτכ◦ Ϭ

χσΥϦˢ3ΤὮἩכ◦  ̞ χ ˣ

Ἡ ṐḩτϢϥ☼ם ―

Мк˔м˔ϼπ Ộ

●Ẑ ₅ʾ
● χ ὯϬ θβάρχᶎ
Ἡ „χ σς

● Ἡ Ѐ˔І ʺ „ ₅

●ẚ ỲⱧ ₰

Мк˔м˔ϼπ Ộ

⌠ὓᵊכ◦ ʺ „Ӌ

˦Ἡ ᵫ◐ ˧ ˦Ἡ „ ˧ ˦Ἡ ῇ˧

1ΤὮ

Мк˔м˔ϼχ◙ *

● Ẑ ᶨ ệχᶎ
●ⱳχὮχ כ◦ χ⌠
●ᴂ Ẑ χ σςˢἩ 1Ὦ ЮЖˣ
●ẚ Ỳχ◦ẚ ʾ ₰

ẚ Ỳ◦ẚˢ Τϣ1 ḧ ˣ

̞Ἡ ʺṐḩψ☼ם
Ἡ χיּ„ ὧ ệχ ʺ
ϺазϯЀрЂиГϰрϽʺ

Ὂ ʺ χ⌠ ◙ ʺ
Ẑ ằ χ ʺϬכ◦
Мк˔м˔ϼρ ὀΰοם☼

2ΤὮ 3ΤὮ 1ΤὮ 2ΤὮ 3ΤὮ

Мк˔м˔ϼτ˰ЀкЗ ᴂІГАФϯАФ ῢ˱Ϭ ʻ ἷЀкЗϳϱиІχֲốπ ΰθ ʺ
ẈỘ χ ϞЄТЕ π Ψ ʺ ΦσΥϣІϺиϯАФΰθΜ σςτʺ ỘἩ χ ằϞ „Ӌ ʺ
ỘἩ χ ᴮϬ ϘΠθ σςϬмрІЕАФΤνᾤכ◦ ʾ ἷπ ằ

ЀкЗ ᴂІГАФϯАФ ῢπχΦϛ⇔Τσ◦כ

˻ ᵕ ΤϣἩ „Ϙπ˼

˻Ἡ χ ρ Ϙπχ◦כ˼

ü Ӌ βϥἩ Ѐ˔І
ü ϺазϯЀрЂиГϰрϽ

ü Ἡ Τϣ Ϙπχԁכ◦
Ḥΰθ ὓᵊכ◦ ⌠

ü Ἡ χ „Ӌ

ü Ἡ χ „ ệχᶎ
ü ῇχẐ τνΜοχ
ü ᴂ Ẑ χ

ü Ἡ ʾ ῇϘπԁḤΰ
θ ʾЫАЎрϽכ◦
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